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（出典：財団法人日本障害者リハビリテーション協会）



Public Facilities 

Question & answer Information           Hospital               First aid                 Police                  Toilets                Men

Women                Accessible facility       Accessible slope        Drinking water          Smoking area            

Check-in Reception    Lost and found        Hotel Accommodation  Tickets Fare adjustment  Baggage storage       Coin lockers          Lounge Waiting room

Meeting point           Bank, money exchange  Cash service            Post                  Telephone               Fax                   Cart 

Elevator              Escalator              Stairs                 Nursery               Cloakroom             Dressing room        Dressing room women) 

Shower                Bath                   Water fountain           Trash box              Collection facilitiy for the 
ecycling products 

Transport Facilities

Aircraft/Airportr       Railway Railway station  Ship  Ferry  Port    Helicopter Heliport       Bus Bus stop       Taxi Taxi stand            Rent a car 

Bicycle                 Cable car              Cable railway            Parking               Departures              Arrivals                Conecting flights 

Baggage claim      Customs Baggage check   Immigration Quarantine Inspection 
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Commercial Facilities

Restaurant             Coffee shop            Bar                    Gasoline station         Cashier 

Shop                 Newspapers, magazines  Pharmacy              Barbar Beauty salon    Baggage delivery service 

Tourism,Culture,Sport Facilities

View point              Athletic stadium         Football stadium        Baseball stadium        Tennis court            Swimming place 

Ski ground             Camp site              Hot spring 

Park                   Museum               Historical monument     variant 1               variant 2 

Nature reserve          Sporting activities       Squash court           T bar lift                Chairlift 

Safety

Fire extinguisher      Emergency telephone  Emergency call button  Emergency exit       Safety evacuation area 
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（注：図は相手から見た形をあらわしています。「も」は相手の方向に甲を向けます。）



監修を終えて   

この度、神奈川県福祉の街づくり条例が「神奈川県みんなのバリアフー街づくり条例」

へと改正され、その施行規則が整備されたことにより、これまでの神奈川県福祉のまちづ

くり整備ガイドブックを改定することになりました。本ガイドブックは少子高齢化社会の

急激な進展、障害のある人々の社会参加活動の高まり、さらには近年のユニバーサルデザ

インの考え方の浸透と普及に対応したものです。

条例の改正目的については、本ガイドブックに詳細が記されていますので、省略します

が、大きくは 2006 年に制定されたバリアフリー新法に基づく建築確認法令の一つとなる付

加条例（法委任規定）の制定にあります。そのための整備手法や、バリアフリー新法を踏ま

えた建築物、公共交通機関、道路、公園等のより一層の一体的、連続的な整備のあり方が

本ガイドブックに解説されています。

 これからのみんなのバリアフリーのまちづくりを推進するためにはどんなことが重要に

なるでしょうか。

一つは県民皆様の協力と参加の体制です。県民、事業者、行政担当者が住みよいまちや

住まいをつくることを共通の目的として捉えることが重要です。県民の皆様もまちづくり

の目標をしっかりと立て、あらゆるバリアフリーのまちづくり計画に積極的に参加して頂

きたいと思います。

 二つ目が、参加によって変わる作る側、利用する側、管理する側の意識です。大切な共

有財産をつくり、長く育てるという視点に立ってバリアフリーのまちづくりを進めなけれ

ばなりません。神奈川県は古くから国際交流に積極的な県ですから海外からの訪問者も多

く、外国人住居者も少なくありません。すべての人々に分け隔てなく、分かりやすい、安

全・安心な環境整備はバリアフリーのまちづくりの基本です。

 三つ目は、総合的、連続的な環境整備です。地域の基本計画、バリアフリー基本構想な

どと一体的に運用できる整備手法を検討し、計画と実施の評価を行い、継続的にまちづく

りを進めます。市町村をまたがる道路、公園、鉄道、建築物等も少なくありません。市町

村をまちづくりの原単位としながらもこれからは地域を越えた取り組みも求められるでし

ょう。既存の施設についても、整備計画をしっかり立て、段階的に改善を進めましょう。

四つ目は、施設運用や接遇の改善です。従業員の研修も必要になるかもしれません。物

理的な改善の限界はどうしても生じます。差別しない心の育成、みんなで助け合う社会生

活の基本的がバリアフリーのまちづくりの推進力です。

 最後に、本ガイドブックに示された整備基準や考え方をしっかりと理解し、それぞれの

地域や施設の整備がより円滑に進められることを心から願っています。本ガイドブックの

改訂に当たりご協力を頂いた関係各機関に深く感謝申しあげます。

髙橋儀平（東洋大学ライフデザイン学部教授）
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